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((( 昨年３月・１２月の市議会の一般質問で取り上げ、リサーチしてわかったこと (((


●吉祥寺駅北口の再開発の一環として市の主導で誕生し【武蔵野市2,000万円＋市の出資団体（武蔵野市開発公社）9,220万円＝合計１億1,220万円を出資】、２３年間営業を続けてきた「㈱ＦＦショッピングセンター」が平成１６年３月ひっそりと解散しました。


●当初市議会での市長の説明は「役割が終わったから」という簡単なものでした（平成１６年３月）。


●役員の内、市の元幹部職員など武蔵野市関係者が４割もいました。


●当初から、収入が少なく収支がアンバランスだったのに、問題をずっと先送りしてきました。


●長い間減価償却費を計上しなかった（市の開発公社も同様）ため、財務諸表では財政悪化がつかめませんでした（㈱ＦＦショッピングセンターには監査役が２名もいました）。


●副社長だった市の前助役が危機感を持ち対策を講じましたが、すでに遅すぎました。


●平成１４年に市の専門委員（公認会計士）を派遣して、問題がやっとはっきりしました。


●平成１５年には運転資金にも事欠くようになり、開発公社が資金援助するようになりました。


●この会社が破産状態のままでは解散できないため、開発公社は約１０億円を拠出しました。


●優良企業と言われてきた武蔵野市開発公社は、経営を引継ぐことで財務状況は急に厳しくなりました。


●一方で開発公社は、テナントである伊勢丹の家賃を平成１４年から５年間３０％値引いています。


●ＦＦビルの耐震補強・改装工事に武蔵野市が１０億円の補助金を支出することになりましたが、伊勢丹はテナントなので負担はなしとのことです。
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外郭団体等の経営と人事にメスを入れよ
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●伊勢丹の入っているＦ＆Ｆ（エフエフ）ビルと言えば、武蔵野市民誰もが知っている吉祥寺のど真ん中にあるあのビルです。このビルを管理していたのが「（株）ＦＦショッピングセンター」でした。この会社の解散について市長は昨年三月の市議会予算特別委員会で「役割が終わったから」というだけで、詳しい説明は全くありませんでした。現に営業が続いている商業ビルの運営・管理組織が急に解散されるというのは変だと思い、六月と十二月の市議会一般質問で取り上げ、調べていく内に、㈱ＦＦショッピングセンターが一昨年の段階ですでに危機的状況だったたことがわかりました。市長は、「武蔵野市が出資していた資金（二千万円）はすべて戻ったので問題はない。」と説明していましたが、そんなに単純な話とは思えません。●市や市の出資団体（武蔵野市開発公社）が金も人も送り込んでいる会社の重大な出来事について、当然市民に対する説明責任があるはずです。経営を継承した開発公社の財務状況についても、市民には実体を知る権利があります。それが悪化したとしたら尚更です。●今回の解散を了承した開発公社の「評議員会」などは市民の傍聴ができません。市が長い間関わってきた会社の経営のツケを、閉ざされた中だけで処理すること自体大きな問題です。●平成９年の武蔵野市第３期長期計画（第１次調整計画）から、出資団体の管理の適正化がテーマに上がり、昨年議決された長期計画（第４期）でも「出資団体の経営改善の推進」が盛り込まれていますが、まだ目に見える改革は行われていません。このような事態が起こっているのにのんびりした対応です。●さらに、これから実施されるＦＦビルの耐震補強・改装工事に市が十億円を支出することが決定し、伊勢丹側は費用は全く負担しないことが会社の解散前にすでに決まっています。●吉祥寺の商店主の話によると、商店街のほとんどの店は借地のため、改築の場合には多額の建て替え料等を払わなければならず、老朽化した店舗の改築がほとんど進んでいないとのことです。●伊勢丹が吉祥寺のショッピングゾーンのコア的な存在であり、撤退を望む人はいないと思いますが、まち全体の発展・安全を考えれば、伊勢丹だけをこのように優遇するのはバランスを欠いています（さらに詳しくは私のＨＰの議員日記をお読み下さい）。











((開発公社も㈱ＦＦショッピングセンターも減価償却をきちんと計上してこなかったことが問題((
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㈱ＦＦショッピングセンター解散の顛末
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メルマガも発行中です！登録はホームページからできます。
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●上記の一覧表を見ると、実にたくさんの施設や事業が市の直営ではなく外郭団体などによって運営・管理されていることがわかりまず。各団体のほとんどの理事長が市長や市の元幹部などで、退職後の職員三十数名の再就職先にもなっています。武蔵野市だけのことではないとはいえ、新卒者の就職も、定年後の再就職も大変厳しい昨今、市民感覚からすればおかしな慣例が続いています。このことについて市長は昨年３月の定例会の答弁で「団体の責任者には市との信頼関係がある方でなければ（責任ある地位に）ついてもらっては困る」と強調していますが、もう見直すべきです。●また今回の㈱ＦＦショッピングセンターの解散問題でわかったことは、出資団体などの財務諸表が民間企業から見ればかなり甘い基準で作成され、経営の危機的状況がつかめなかったことです。自治体の単年度会計に慣れている職員の弱点が露呈したとも言えます。●「指定管理者制度」（公共施設を民間やＮＰＯ団体にも委託できる制度）が近々スタートします。武蔵野市ではほとんどの施設を上記の出資団体を指定管理者として事業を委託させることがほぼ確実です。今回のような問題を再発させないためにも、市が出資または援助している団体の重要事項については、経過を含め適切に公開されるシステムを制度化し、第３セクターについても資料の提出義務を課し、市民にわかりやすい形でキチンと公開すべきです。
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題字とイラスト：石渡希和子
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武蔵野市の第３セクター


武蔵野市の第３セクター





ＦＦビル外観





 


					


�
�
内容や目的など�
理事長・会長�
出資金�
市の職員の再就職数（H15）�
�
出資団体�
（財）武蔵野市開発公社 �
ＦＦビル・スイングビル他３ビルの管理運営・商業活性化支援等�
市の前助役�
1,000万�
4人�
�
�
武蔵野市土地開発公社 �
市に代わって土地の先行取得を行う。�
市助役�
500万�
1人�
�
�
（財）武蔵野市福祉公社 �
高齢者総合センターの管理・運営、レモンキャブ事業等�
市の元収入役�
4億1,599万�
3人�
�
�
（財）武蔵野文化事業団 �
市民文化会館・美術館・スイングホール等６施設の管理運営等�
市長�
8億�
7人�
�
�
（財）武蔵野健康開発事業団 �
保健センター２Ｆでの人間ドックなど各種検診等�
市の元部長�
4億�
2人�
�
�
（財）武蔵野スポーツ振興事業団�
陸上競技場などのスポーツ施設の運営管理・野外活動事業等�
市の元部長�
5億�
3人�
�
援助団体�
（社）武蔵野市シルバー人材センター�
リサイクル事業・補修教室・家事援助者派遣事業等�
　学識経験者�
　�
1人�
�
�
（社福）武蔵野市民社会福祉協議会�
地域福祉活動支援・貸付事業・福祉サービスの評価


・「ボランティアセンター武蔵野」の運営等�
歯科医師会関係者�
　�
2人�
�
�
武蔵野市国際交流協会�
外国人相談事業や国際交流イベントの実施等�
市の元収入役�
　�
1人�
�
�
武蔵野市子ども協会�
幼児と親が集う施設「０１２３（ゼロイチニーサン）」の


運営管理等�
市長�
　�
1人�
�
�
（社福）武蔵野�
「ワークセンターけやき」・特養ホーム「ゆとりえ」の管理運営等�
市の元部長�
500万�
2人�
�
第３セクター�
㈱ＦＦショッピングセンター�
ＦＦビルＡ棟の管理運営など（H16.3月解散）�
副社長に前助役�
2,000万�
1人�
�
�
㈱エフエムむさしの �
番組制作・放送と商工会館1F「地域情報センター」の支援等�
商工会議所関係者�
1,000万�
1人�
�
�
武蔵野三鷹ケーブルテレビ㈱ �
ケーブルTV「パークシティ」の番組制作・運営など�
　外部�
 1,000万�
1人�
�
�
（有）武蔵野交流センター�
姉妹友好都市アンテナショップ「麦わら帽子」等の店舗運営�
市の元部長�
200万�
1人�
�
�
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�
合計�
約21億8千万�
31人�
�
					


					


					


					


					


					


					


					


					


					


					


					


					


					


					


					














発行元：三宅 英子


〒180-0001 武蔵野市吉祥寺北町3-5-13-101  


TEL&FAX：0422-51-4422     


E-mail：em@miyakeeiko.com
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市議レポート第３号 （2005年１月） 





(ＨＰの議員日記ではこの問題の他「防災対策とまちの安全の確保」、「市の事業のイラストなどのデザイナーの決め方」など最新情報を頻繁に発信しています。








((( こんなにある、市の外郭団体（出資団体・援助団体）と第３セクター一覧 ( ((





市報に載らない





(私の提案「外郭団体・第３セクターの改革」


①  外郭団体・第３セクターの業務内容を見直し、役員数などを減らし、組織をスリムにする。代わりに、福祉サービスの現場などには重点的にスタッフを配置できるような改善策を施す。


②  市のＯＢの優先採用枠や縁故採用を廃止するなど、求人の仕組みを改善する。


③  理事長を含め全ての職員名簿や給与表などを一覧表で公表する。


④  外部監査の導入など、監査システムの見直しを行う。


⑤  財務諸表等を共通化してわかりやすい中身に改善し公表する。


⑥  外郭団体・第３セクター内での人事異動を可能にして、人材の活性化を実現させる。


⑦  アンケートや外部評価機関による調査などを実施して、市民サービスの向上を図る。
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